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2.3.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
高橋 孝輔 
 
過酷な環境で動作するセンサノード用電源の開発 
近年、フィールドサーバにセンサネットワークが用いられている。フィールドサーバは屋外で
利用されるため、電源の確保が課題として挙げられる。本研究では、センサノードの電力供給
源に太陽電池と風力発電を用いたハイブリッド電源を導入し、蓄電にはニッケル水素電池を用
いたセンサノード用電源を作成した。また、森林での利用を想定した実験を行うことで本シス
テムが過酷な環境であっても有効に働くことを評価する。 
湯山 悠司 
 
組込みソフトウェア教育向けの学習支援環境に関する研究 
近年、組込みソフトウェア産業の規模は年々増加し続けている一方、開発現場では技術者不足
となっており、特に高レベルを有した技術者の不足が問題となっている。しかし時間の限られ
る社会人が独学だけで組込みソフトウェアを学ぶのは困難となる。 そこで組込みソフトウェア
の学習支援を行う環境を構築し、その実用性について評価を行う。 
上杉 裕也 
 
あらすじ生成エージェントを用いた遠隔相談支援システムの開発 
消費者選択を効率良く行う手段の一つとして遠隔相談のニーズが高まってきている。 しかし遠
隔相談のニーズが高まるにつれ、専門家一人に対する相談者数の増加や、それに伴い各個人の
相談の流れの把握が難しいことなどが問題となってきた。 本稿では、相談の流れの把握を容易
にし、相談の中断と再開を可能とすることを目的として、あらすじ生成エージェントの導入を
行った。 
浅川 和久 
 
センサネットワークを利用した林業活動を支援するウェアラブルシステムの構築 
本研究では，林業就業者を対象としたセンサネットワークを利用したウェアラブルシステムを
提案する． 本システムは，センサとセンサノードを組み込んだヘルメットを林業就業者が装着
することで，装着した林業就業者の生体情報や位置情報を計測し，センサネットワークを介し
てコンピュータのデータベースに蓄積，管理するものである．蓄積された生体情報や位置情報
を分析することで，林業就業者の安全管理や活動を支援する． 
佐々木 拓也 
 
P2P ネットワークにおけるコンテンツのグループ化に関する研究 
近年，情報技術の発達に共ない情報の多様化，多在化が急速に進んでいる．情報の利用方法は
利用者によって様々である．そういった中 P2P ネットワークを利用した情報の共有への注目が
高まり多方面で利用されている．オーバレイネットワークとして代表的なものが分散ハッシュ
テーブルだが検索の柔軟性に欠けているという問題点もある． 本稿では検索の連続性を利用し
たコンテンツのグループ化を提案し実装している． 
鳥居 秀徳 
 
エリアメールを利用した津波避難支援システムの構築 
近年起こるとされる三陸沖地震に付随する津波からの避難を支援するため，従来のシステムよ
り迅速な情報伝達が可能となるエリアメールを利用した津波避難支援システムを構築した。単
にメールを配信するだけではなく，携帯電話端末の GPS 機能を利用し避難者の位置管理，また
携帯電話端末上に津波情報を表示するなど総合的な避難支援システムとなっている。 
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(b) 博士(前期)論文概要 
なし 
(c) 博士(後期)論文概要 
なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Takuya Sasaki, Hideyuki Akasaki, Jun Sawamoto, Takashi Katoh, Yuji Wada, Norihisa, Segawa and Eiji Sugino, 
A Proposal of an Adaptive P2P Database Retrieval System Using a Hierarchically Categorized DHT Structure, 
International Workshop on Informatics 2009 (IWIN2009), pp.101-106, 2009. 
2) Yasuaki Teshirogi, Jun Sawamoto, Norihisa Segawa, Eiji Sugino, A Proposal of Tsunami Warning System Using 
Area Mail Disaster Information Service on Mobile Phones, International Workshop on Disaster and Emergency 
Information Network Systems (IWDENS'2009) in conjunction with The IEEE 23rd International Conference 
on Advanced Information Networking and Applications (AINA-09), May 2009. 
3) 浅川 和久，高橋 孝輔，瀬川 典久，澤本 潤，センサネットワークを利用した林業活動におけるウェアラブルシ
ステムの構築, 第 17回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップWISS2009, 2009年１
２月（デモ発表） 
4) 浅川和久、高橋孝輔、瀬川典久、澤本 潤、センサネットワークを利用した林業活動を支援するウェアラブルシ
ステムの構築、ライフインテリジェンスとオフィス情報システム研究会（LOIS）、信学技報, vol. 109, no. 450, 
LOIS2009-85, pp. 37-42, 2010 年 3 月. 
5) 高橋孝輔、浅川和久、瀬川典久、澤本 潤、過酷な環境で動作するセンサノード用電源の開発、電子情報通信学
会 ライフインテリジェンスとオフィス情報システム研究会（LOIS）、信学技報, vol. 109, no. 450, 
LOIS2009-86, pp. 43-48, 2010 年 3 月. 
6) 上杉裕也、後藤拓人、坂倉規敏、澤本 潤、矢島敬士、あらすじ生成エージェントを用いた遠隔相談支援システ
ムの開発、電子情報通信学会 2010 年総合大会、B-19-12、March 2010. 
7) 張 蕾、湯山 悠司、澤本 潤、杉野 栄二、組込み OS 教育のための E ラーニングシステムの提案、情報処理学会
第 72 回全国大会、pp. 4-671-672、March 2010. 
8) 鳥居 秀徳、澤本 潤、エリアメールを利用した津波避難支援システムの構築、情報処理学会第 72 回全国大会、
pp. 4-721-722、March 2010. 
9) 佐々木 拓也，澤本 潤，和田 雄次，加藤 貴司，P2P ネットワークにおけるコンテンツのグループ化に関する研
究、平成 21 年度 第 5回情報処理学会東北支部研究会（東北学院大学）、Vol.2009-5, No.A-1-3, Feb., 2010．
10) 佐々木拓也、澤本 潤、杉野栄二、瀬川典久、加藤貴司、和田雄次、データマイニングによるデータハッシュテ
ーブルの階層分類構造自動構築機能を利用した知的検索システムの提案、第 8 回情報科学技術フォーラム
（FIT2009）M-078, pp.423-428, September, 2009. 
11) 上杉裕也、澤本 潤、矢島敬士、瀬川典久、杉野栄二、エージェントを用いた遠隔相談支援システムのコンポー
ネント化の提案、第 8回情報科学技術フォーラム（FIT2009）M-093, pp.461-462, September, 2009. 
12) 浅川和久、瀬川典久、澤本 潤、センサネットワークを利用した M2M システムの構築、平成 21 年電気学会電子・
情報・システム部門大会、OS4-5, pp.437-441, September, 2009. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
